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ミニサロン「ぶらんこ」は、毎月
第一月曜日10時から開催してい
ます。設立21年。自治会館の前は
長堀公園で、ぶらんこに乗っている
子らの楽しい声を聞いて、楽しい会
にと「ぶらんこ」と命名されました。
ボランティアは女性12名、男性3名
です。年間行事として、例えば1月
は健康について(ロゼホームの講
話)、5月はバス旅行―神代植物公
園で満開の世界のバラを堪能しま
した。行事のほかに、ボランティア
がくじを引き、7月、12月、1月の

グループに分かれ催されます。昨年の7月は
「かき氷祭り」をしました。ボランティアグルー
プが何を楽しむか期待が膨らみます。会員さ
んが「いつもありがとう。毎月楽しみにしてい
るのよ」などの
一言でとても嬉
しく、ボランティ
ア活動の源に
なっています。
私達と楽しい時
間を過ごしませ
んか。入会をお
待ちしています。

12月6日(土)13時から14時30分まで、つ
きみ野生鮮市場前で募金活動を行いました。
当地区社協役員
の小2の息子さん
も参加して、頑
張ってくれました。
募金額は18,952
円になりました。
ありがとうござい
ました。

体重管理に留意を
おざわ まさあき

さつき 小澤 正昭 さん

富山県生まれ、東京育ちの私は、一病息災で、
現在83歳です。私の健康法について書けること
は2つだけです。ひとつは規則正しい生活をする
ことです。もう一つは体重の管理に留意すること
です。10年前には89kgあった体重が、退院して
しばらくすると74kgを切るほどになりました。医
者には褒められましたが、体力はなくなり、気力
も湧かなくなりました。そこで、意識して体重を増
やすことにしました。78kgを超えたところで、

体力、気力に変化を感じたので、この
体重を維持することに努め、現在に
至っています。規則正しい生活は、愛犬
のユーキの協力によるところもあります。
朝のトイレの合図が一日の始まりです。
雨の日以外は連れ立って朝の散歩に
出かけ、近所の人たちと言葉を交わし、
朝焼けを楽しんで、爽やかな気分で毎
日を過ごすことができています。
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社協会費の納入報告

納入金額(円)自治会名納入金額(円)自治会名

86,800山王原上250,200公所

156,900山王原915,000つきみ野

171,300長堀0市営つきみ野住宅

92,777大和原30,000つきみ野スカイハイツ

53,100モアステージ大和52,100山谷

45,000ダイアパレス鶴間36,000コトーつきみ野

91,500オハナ鶴間ガーデニア62,400宿

2,136,977地 区 合 計
31,500さつき

62,400坂上

今年度の社協会費は次のとおり納入され、
地区社協へ863,391円の配分金がありました。
皆様のご協力に厚くお礼申し上げます。

やまとボランティアセンター
公式LINE友だち登録募集中！！

・ボランティア情報誌「ふれあい」などの情報を配信！
・イベント・講座案内をいち
早くお届け！

・ボランティア依頼情報も
ご案内！

お問合せ
大和市社会福祉協議会 やまとボランティアセンター

０４６－２６０－５６４３

大和市社会福祉協議会の第7次地域福祉活動
計画（パレット）は、地域で暮らすことを支援する
様々な機関・団体だけでなく、支援を必要としてい
る本人や家族も主人公として、一緒に歩みながら
進める計画となっています。当地区社協としても、
「こんなこともやっているんだ」と、より身近に感じて
いただき、「お隣で頼んでいるなら、うちでも頼んで
みよう」、「これなら、私もボランティアとしてお手伝
いできそう」と、地域での支え合いをより進める一
助になればと、『活動の｢見える化」』を進めたいと
考えております。
その一環として、まず「ビブス」を作成しました。青

色のビブスの背中に鮮やかな黄色い文字で「下鶴
間つきみ野地区社協」の文字が入っています。 今
後様々なイベントや活動の際にスタッフやボラン
ティアが着用しますので、お声がけ下さい。

また、地区社協の活動が簡単に分かるものがな
い、と言うことで当地区社協の紹介リーフレットを作
成しました。本ページ下段のコラムをご覧ください。
こども向けと、大人向けの2種類作成しました。

今後更に、地区社協紹介動画の作成と、ホーム
ページの立ち上げの検討を行います。紹介動画は、
地区イベントなどで放映予定です。また、将来ホー
ムぺージができた際には、Web上で視聴できるよ
うにしたいと考えております。
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早いものでもう３月、春の日差しも心地よい季
節になりましたね。

今号の「おりづる」をお読みいただきありがとう
ございます。

３月と言えば桃の節句、我が家では娘も嫁ぎ、
孫娘も大きくなり、暫くお雛様を飾ることは有りま
せんでしたが、一昨年より飾って近所の子供たち
が来て賑やかな鑑賞会となっております。

このような伝統的な行事は、いつまでも後世に
残したいですね。

なお、ホーム
ページの立ち上げ
については、運用
方法を確立した後
に行う予定です。

今後ともご支援
ご協力よろしくお
願いいたします。

友だち登
録はこち
ら！



３/１5(日) ９～１２時 （雨天決行）
会場 つきみ野中学校 体育館・バレーコート
対象 幼児・小学生・中高生。おとなも参加できます。
(事前申し込みはいりません。雨天でも屋内で行います。動きや
すい服装、上履き・水筒持参。自家用車はご遠慮下さい)

令和8年3月1日
下 鶴 間 つ き み 野
地 区 社 協 だ よ り お り づ る 第 ８７ 号 (3)令和8年3月1日(2) 第 ８７ 号 下 鶴 間 つ き み 野

地 区 社 協 だ よ り お り づ る

お芋ほりが開催されました 賀詞交歓会が開催されました

１1月４日（火）地域作業所の
方々対象のお芋ほりが行われま
した。晴天の下、たくさんのお芋
が収穫できました。

１月1１日(日)下鶴間コ
ミセンで、賀詞交歓会が
開催され、45名が参加
されました。今回は、現在
の下鶴間コミセンで開催
される最後の会。来年か
らは、新しい会館で行わ
れることになります。

始まりは傾聴ボランティア

私のボランティアの始まりは傾聴ボランティ
アでした。かかりつけの医院の奥様から、「今、
私の家で傾聴について講習会をしていますが
貴女も如何ですか」と誘われ、私は関心もあり
ましたのでその仲間入りをしたのです。一週間
程の講習会が終った時、私は藤沢市にある施
設に行かせて頂くことになりました。
迷いながら二回目の訪問時、私はやっと話し

てくれる人に出逢えました。「俺は親父とどうも
うまく行かないんだ」と言いながら、その人の想
いを話し始めてくれたのです。それが私のボラ
ンティアの始まりでした。その頃、私に自治会の
役が廻って来ました。連合自治会、民生委員児
童委員、社会福祉協議会と関わらせて頂きな

がら、より広い範囲でそれぞれの地区との活動に参
加したり、多くの方達との交流が出来ました事など
は、本当に嬉しい事でした。
私のボランティア活動は、地域での仲間作りをしよ

うとの思いから、地域内を歩いて廻ったり、知人との
立ち話しがあったりしています。まわりにはひとり暮
らしの方も大勢いらっしゃいま
す。時折、気軽に行ける所が
あったら良いのにと思いながら、
古い小さな家ですがどうぞと
寄って頂き、楽しいひと時を過
ごす時もあります。近い隣近所
でそんな場所がと思いながら、
今日も歩いている私が居ます。

3月の行事開催について スケジュールは変更になる可能性があります

「敬老の集い」を保健福祉センターで開催しました

10月7日（火）１３時３０分より１５時３０分まで保
健福祉センターホールで「敬老の集い」が開催され
ました。これまでは幼稚園や中学校を会場としてい
ましたが初めて保健福祉センターホールでの開催
となりました。余裕のあるスペースと音響設備でダ
ンスと楽曲を楽しむことができました。第一部はシャ
イニーフラーブリーズ(８名、代表 石川かな子様)に
よるフラダンスでした。山本さと子先生によるスト
レッチ体操を挟み、第二部UH-LaLa(ウララ・８名、
代表 前田泉美様)によるゴスペル(米国黒人教会
発祥の福音霊歌）演奏を、時には珍しいものをとい
うことで面白く楽しみました。英語の歌ばかりでなじ
めないという声もありましたが、最後は参加の皆さ
ん一緒に「上を向いて歩こう」で締めくくって頂きま
した。参加高齢者は約１２０名、スタッフ・出演者を
含め全体で１９０名程の参加でした。

12月12日（金）、下鶴間コミセンでふれあい訪
問担当者会議が開催されました。テーマは「認知症
世界の歩き方 for サポーターズ（大和市版認知症
サポーター養成講座）」。講師は人生１００年推進課
認知症施策推進係主査の齋藤広太郎さん、認知
症施策推進係主事の玉井悦子さん、下鶴間つきみ
野地域包括支援センターの寺田幸恵さん、久保田
高子さんでした。
従来の認知症サポーター講座は、どんな種類の認

知症があるか、どう対処すればよいかという、家族
や周囲の見守り者からの視点でしたが、新しい講
座は、認知症の本人の視点で、どう感じるか、どう思
うかを学習する内容となっています。NHK Eテレで
も紹介された大ヒット書籍を元とし、大和市版の教
材を作成したものです。
まず、記憶のトラブル、時間のトラブル、空間のトラ

ブルなど、認知症本人がどのようなトラブルから、ど
のような言動に至るかを学習し、その後具体的ケー
スで、どのような認知機能のトラブルが考えられる
かを参加者が個人ワークで推理します。それを

グループワークで、絞り込んでいく、という実践的な
手法を体験しました。更に、五感のトラブル、注意・
手続きのトラブルなどの具体的ケースも学習しまし
た。認知症を本人目線で正しく理解する、本人との
対話を大切にする、などの姿勢が大事と結論づけら
れました。皆様も、機会があれば是非「認知症サ
ポーター講座」を受講してください。見方ががらっと
変わります。

「認知症世界の歩き方 for サポーターズ」について

車いす体験「車いす玉入れ」
車いすに座って、中学生のお兄さ
んお姉さんに押してもらい、玉入れ
をします。意外に難しいです。

おかしも
いっぱい
もらえるよ。

ながほり きくち とみこ

長堀 菊池 富美子 さん

話題のニューゲーム「モルック」
モルック（木の棒）を投げ、スキッ
トル（木のピン）を倒して50点
ぴったりを目指すゲームです。

大好評につき、今年もやります。楽しく遊びながら、妊婦さ
ん、障がい者、高齢者の方の気持ちが学べる福祉体験イ
ベントです。参加者はスタンプラリーで賞品がもらえます。

「お花見会」は、諏訪神社
社務所工事のため中止します。




